
一
九
七
○
年
の
四
月
以
来
今
日
に
至
る
迄
、
筆
者
は
西
ド
イ
ツ
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
大
学
（
口
凰
ぐ
①
勗
芹
詳
国
④
日
冒
侭
）
の
東
洋
学
専
門
部
門
（
司
四
目
！

胃
門
田
目
○
国
の
弓
昌
浮
時
）
に
籍
を
置
い
て
い
る
。
而
し
て
こ
の
間
、
印

度
学
科
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
教
授
は
、
ネ
。
ハ
ー
ル
の
ム
ス
タ
ン
ク
で
研
究
調

査
中
、
心
臓
病
の
為
に
若
き
生
涯
を
閉
じ
、
ア
ル
ス
ド
ル
フ
教
授
は
停
年

退
官
を
さ
れ
て
名
誉
教
授
（
同
日
閏
旨
③
再
埠
旦
の
閉
。
Ｈ
）
と
な
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
両
教
授
の
後
任
に
は
、
三
二
歳
と
三
四
歳
の
若
き
正
教
授
が
迎
え

ら
れ
る
な
ど
、
印
度
学
科
に
は
新
し
い
伝
統
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る

時
期
が
到
来
し
、
そ
れ
ら
を
筆
者
は
眼
の
当
り
に
見
聞
し
て
来
た
。
ド
イ

ツ
全
体
を
眺
め
て
も
、
若
き
学
者
の
台
頭
が
著
し
く
目
立
ち
、
特
に
各
大

学
の
印
度
学
科
に
於
け
る
正
教
授
の
年
令
層
が
三
十
代
に
移
ろ
う
と
し
て

い
る
の
が
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
紙
上
を
借
り
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大

学
印
度
学
科
の
状
況
の
一
端
を
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

印
度
学
科
を
初
め
、
日
本
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
リ

エ
ン
ト
諸
学
科
に
代
表
さ
れ
る
東
洋
学
専
門
部
門
司
．
○
・
）
は
、
神
学
、

法
学
、
医
学
な
ど
と
共
に
あ
る
十
五
の
専
門
部
門
の
中
、
第
十
番
目
に
位

置
し
て
い
る
。
曽
っ
て
は
学
部
制
度
（
例
え
ば
文
学
部
、
神
学
部
、
医
学

海
外
学
界
一
一
ユ
ー
ス

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
印
度
学
研
究

田
端
哲
哉

部
な
ど
）
を
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
七
○
年
一
月
よ
り
、

甸
月
与
閂
①
曽
呂
の
制
度
に
切
り
換
え
て
、
閃
。
の
中
に
上
述
の
諸
学
科

（
幣
冒
冒
目
）
は
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戸
ｐ
で
は
東
洋
学
専
門
委

員
会
弓
胃
弓
閂
⑦
】
呂
閨
甘
口
晶
号
の
両
○
・
）
を
設
け
、
教
授
十
二
名
、

助
教
授
（
含
講
師
）
六
名
、
助
手
六
名
、
学
生
六
名
、
職
員
二
名
の
計
三

二
名
の
代
表
が
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
よ
り
互
選
さ
れ
て
運
営
し
て
い
る
。
こ
の

国
の
回
．
同
○
．
は
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
於
て
討
議
さ
れ
た
人
事
問
題
、
経

済
問
題
を
再
検
討
並
び
に
決
議
す
る
用
ら
き
と
、
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
間
へ
の

連
絡
面
と
の
縦
横
の
機
能
を
果
し
て
い
る
。
印
度
学
科
よ
り
は
、
こ
の
委

員
会
に
教
授
、
助
教
授
、
助
手
、
学
生
の
代
表
に
夫
々
一
名
づ
っ
が
参
加

し
、
会
の
構
成
委
員
（
旨
洋
瞥
①
号
Ｈ
）
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
大
学
に
於

け
る
位
置
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
次
に
印
度
学
科
自
体
の
シ
ス
テ
ム

を
見
れ
ば
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。
名
誉
教
授
一
名
、
教
授
（
含
助
教
授
）

四
名
、
講
師
二
名
、
助
手
一
名
、
図
書
館
員
一
名
、
事
務
員
二
名
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
各
層
の
代
表
者
に
学
生
の
代
表
者
が
加
わ
っ
て
、
研
究
室

会
議
（
旨
の
胃
具
閏
呉
朋
胃
ロ
品
）
が
開
か
れ
、
会
議
長
（
牙
の
呂
罠
乱
臣
‐

Ｈ
①
目
の
尉
冒
Ｈ
の
冨
○
Ｈ
）
に
は
教
授
が
選
出
さ
れ
て
、
代
理
者
（
ぐ
閏
芽
①
前
門
）

に
は
助
教
授
か
ら
も
立
候
補
出
来
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
二
年
八
月
末
日
で
満
六
八
歳
を
迎
え
、
停
年
制
に
よ
り
退
官
さ

れ
た
ア
ル
ス
ド
ル
フ
教
授
は
、
名
誉
教
授
と
し
て
授
業
を
す
る
義
務
は
無

い
が
権
利
を
持
ち
、
現
在
で
も
演
習
一
課
目
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
教
授

の
業
績
は
、
た
だ
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
印
度
学
科
へ
の
貢
献
の
み
な
ら
ず
、

ド
イ
ツ
全
体
の
印
度
学
の
水
準
を
高
め
、
延
い
て
は
世
界
の
斯
学
へ
絶
大

な
る
稗
益
を
な
し
た
偉
大
と
称
す
る
に
相
応
し
い
学
者
で
あ
る
。
今
日

局可
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の
ド
イ
ツ
印
度
学
会
を
代
表
す
る
学
者
は
、
ア
ル
ス
ド
ル
フ
教
授
を
筆
頭

に
、
勺
Ｈ
９
．
日
目
①
目
①
（
目
写
巨
品
①
目
）
』
国
旦
．
国
騨
鳥
目
（
旨
目
鼻
⑦
Ｈ
）
》

印
具
．
弓
己
鳥
目
目
鼻
（
⑦
鼻
陣
侭
の
］
〕
）
の
四
人
を
挙
げ
得
る
。
ア
ル
ス

ド
ル
フ
教
授
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
、
プ
ラ
ク
リ
ッ
ト
、
韻
律
、
阿
育
王
碑
文
、

ヴ
ェ
ー
ダ
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
印
度
文
学
、
更
に
・
ヘ
ル
シ
ャ
学
に
も
秀

で
た
学
者
で
、
高
弟
に
は
現
在
ベ
ル
リ
ン
で
活
躍
中
の
プ
ル
ー
ン
教
授
が

い
る
。
因
に
テ
ィ
ー
メ
教
授
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
学
と
文
法
学
に
勝
れ
た
学
者

で
、
国
．
枠
冒
罠
騨
乏
の
Ｎ
言
勗
国
．
局
・
の
目
目
鼻
ら
が
高
弟
に
当
る
。

国
．
鷺
富
民
①
は
現
在
ア
メ
リ
カ
に
居
り
、
彼
の
属
四
貝
旨
冨
‐
シ
Ｈ
昏
四
‐

圏
の
茸
四
の
成
立
が
、
紀
元
後
一
世
紀
で
あ
る
と
し
た
研
究
報
告
は
定
説

と
な
っ
た
。
国
．
勺
ｍ
８
日
ａ
計
は
曽
っ
て
米
国
の
バ
ー
ク
レ
ー
大
学
の
教

授
で
、
現
在
は
目
弓
目
開
口
の
団
同
且
．
目
巨
①
日
の
の
後
継
者
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
ぐ
の
§
の
ぐ
吋
四
菌
の
語
義
決
定
を
な
し
、
最
近
で
は
ぐ
ｃ
目

の
ぐ
胃
搦
冒
首
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
な
し
た
。
陣
旦
．
国
秒
鳥
⑦
Ｈ
は

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ゾ
タ
の
著
名
な
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
、
聞
旦
弓
騨
国
唾
呂
‐

目
号
は
日
日
駐
ロ
曾
且
①
口
の
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
を
解
読
し
整
理
出
版
し

て
い
る
。
弔
尻
具
．
国
曽
甘
］
（
国
の
旦
甘
）
勺
門
旦
．
砕
匡
首
唱
○
ぬ
つ
旨
口
の
旨
①
ロ
）
・

故
陣
具
．
国
の
目
冒
ａ
は
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
教
授
の
高
弟
で
あ
る
。

即
９
．
ど
乱
○
風
》
卑
旦
目
日
の
目
の
》
国
且
．
急
巴
冨
切
目
目
鼻
は
夫
女
ド

イ
ツ
の
、
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
、
ヴ
ェ
ー
ダ
、
佛
教
学
の
代
表
者
で
共
に
、
故

呼
旦
．
Ｆ
且
員
唾
に
学
ん
だ
。
扱
て
、
ア
ル
ス
ド
ル
フ
教
授
の
威
業
を
拙

稿
に
て
述
、
へ
る
に
は
紙
幅
が
無
く
て
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
現
在
教

授
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
シ
Ｑ
旨
の
己
弓
昌
目
昌
○
口
騨
ご
出
版
に
つ

い
て
は
明
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
○
．
勺
．
豆
の
。
言
旦
胃
胃
Ｃ
』
‐

と
し
て
教
授
自
ら
も
執
筆
さ
れ
、
又
編
集
の
任
を
荷
な
っ
て
全
世
界
の
斯

界
の
権
威
者
に
原
稿
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
ぐ
巳
．
旨
自
騨
、
。
巨
①
刃
冒
目

ｌ
己
開
園
宜
日
四
岳
国
．
９
胃
昌
侭
の
ロ
が
既
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
執

筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
旨
３
１
冒
呼
：
国
属
○
弓
這
い
ｌ
騎
困
唱
賦
ば
ゅ

…
Ｏ
。
２
厘
鼻
怠
の
出
国
ｌ
ｓ
ｏ
旨
丙
時
曾
・
・
弓
．
切
．
切
巳
扉
団
鄙
１
日
詳
餌
：
．

国
勺
幽
昌
胃
ロ
ー
ロ
開
園
ロ
日
四
…
弓
．
国
．
切
○
扁
Ｐ
Ｃ
①
ロ
①
Ｈ
巴
”
①
く
尉
閂

胃
国
出
○
獄
口
①
Ｈ
，
ｏ
冨
呉
同
日
８
Ｈ
門
．
ど
巴
○
篦
教
授
は
。
勺
．
己
．
全

巻
を
今
後
数
十
年
で
完
成
さ
せ
る
べ
く
脱
稿
を
急
い
で
お
ら
れ
る
。

故
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
教
授
（
一
九
三
一
’
七
一
）
と
本
学
の
佐
全
木
現
順

教
授
は
佐
々
木
教
授
の
在
独
以
来
の
親
友
で
あ
っ
た
事
よ
り
、
筆
者
は
佐

々
木
教
授
の
国
旨
昏
冒
巨
侭
を
受
け
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
教
授
を
訪
れ
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
一
九
七
○
年
四
月
よ
り
一
九
七
一
年
七
月

に
ネ
パ
ー
ル
へ
旅
立
た
れ
る
迄
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
週
に
一
度
乃
至

二
度
、
ヘ
ル
ン
ハ
ル
ト
教
授
の
研
究
室
を
訪
問
し
て
指
導
を
受
け
る
事
が
出

来
た
。
又
個
人
的
な
教
授
宅
で
の
晩
餐
会
に
も
屡
盈
招
待
を
受
け
、
折
食

に
曙
○
翌
ご
ａ
言
の
紹
介
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
方
法
を
教
わ
る
事
が

出
来
た
。
幾
多
の
有
益
な
論
文
を
残
さ
れ
た
教
授
の
業
績
の
中
、
次
に
学

位
論
文
を
記
し
て
お
こ
う
。
ロ
①
ｚ
ｏ
Ｂ
目
⑳
房
○
冒
冒
の
旨
○
口
目
目
○
・
ｇ
‐

風
“
呂
①
画
》
●
鼻
は
品
。
ロ
．
岳
認
．
こ
れ
に
続
い
て
口
３
口
ゆ
く
閏
唱
の
テ
キ

ス
ト
、
索
引
を
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
教
授
は
、
己
〔
国
口
騨
ご
自
盟
の
註
釈

害
で
あ
る
ロ
ロ
ロ
昌
冨
冒
圃
日
騨
目
○
号
肖
騎
目
．
シ
，
吟
×
鵠
盟
弓
①
冒
旨
］

国
曼
昏
日
昌
の
固
茜
扇
弓
の
研
究
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、
並
行
し
て
研
究

中
で
あ
っ
た
巨
弾
胃
。
冨
の
資
料
調
査
を
も
兼
ね
て
、
第
二
回
目
の
ネ
。
ハ

ー
ル
研
究
旅
行
に
出
発
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
学
に
も
力
を
注
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ぎ
、
ム
ス
タ
ン
ク
で
数
灸
の
写
本
を
購
入
さ
れ
た
の
が
、
故
郷
の
御
両
親

の
も
と
に
今
は
置
か
れ
て
あ
る
。

ア
ル
ス
ド
ル
フ
教
授
の
後
任
者
は
ヴ
ェ
ッ
ラ
ー
教
授
（
陣
旦
．
Ｐ
．
葛
①
‐

巳
①
Ｈ
）
で
、
目
号
旨
鳴
冒
の
弓
Ｈ
ｇ
．
目
巨
①
白
。
高
弟
で
あ
る
。
三
四
歳
の

教
授
は
、
文
法
学
に
於
て
冨
号
圃
潤
の
翻
訳
研
究
を
さ
れ
、
一
九
七
二

、
’
七
三
冬
学
期
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
言
語
学
と
哲
学
の
両
面
よ
り
授
業
を

さ
れ
た
。
（
］
）
ご
后
君
凹
屋
Ｈ
ｐ
①
ロ
ロ
ロ
鴨
嚴
胃
①
号
の
ｚ
罰
脚
く
ゅ
．
（
巴
Ｆ
①
序

匪
Ｈ
①
Ｑ
①
、
の
凶
昌
］
自
国
四
‐
嗣
胃
陦
凹
日
岸
目
色
再
己
９
房
脚
命
）
同
旨
昏
胃
自
侭

旨
昌
①
①
旨
ロ
①
冒
昌
、
ｃ
宮
①
旨
呂
ｍ
ｏ
ｐ
①
⑳
ｄ
円
い
。
旨
己
言
さ
の
○
℃
冒
側
ぐ
回
丙
冒
凹
毛
騨
‐

卜
ト

ロ
引
望
四
月

、
ヘ
ル
ン
ハ
ル
ト
教
授
の
後
任
は
三
二
歳
の
シ
ユ
ミ
ヅ
タ
ウ
ゼ
ン
教
授

（
国
９
．
Ｆ
．
留
冒
〕
筐
］
四
口
印
①
ロ
）
で
、
学
位
は
ウ
ィ
ー
ン
の
フ
ラ
ウ
ワ
ル

ナ
ー
教
授
の
も
と
で
修
得
、
二
七
歳
で
教
授
資
格
論
文
を
提
出
し
た
。
唯

識
二
十
頌
、
三
十
頌
の
比
較
研
究
に
於
て
、
曽
っ
て
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
教

授
の
提
唱
し
た
「
世
親
二
人
説
」
を
新
し
き
観
点
よ
り
肯
定
さ
れ
た
。

の
四
口
陣
習
昇
時
四
‐
ぐ
○
境
四
口
の
の
①
目
ｐ
ｐ
ｍ
①
ロ
掛
目
ぐ
旨
勗
胃
時
山
口
ロ
包
弓
昌
冒
鰹
一
国
》

星
ご
尉
唇
①
Ｈ
雨
①
再
思
匿
風
津
監
尉
昌
①
閃
自
己
Ｑ
①
⑳
陣
Ｑ
ｐ
ｐ
Ｑ
○
黒
色
望
曾
勗
〆
飼

ご
亀
．
国
閏
昌
〆
胃
乏
庸
ロ
．
又
、
ロ
関
ｚ
胃
く
自
国
‐
睦
冨
呂
口
岸
旨
（
旨
Ｈ

ご
旨
扉
○
凹
冒
浄
、
色
目
唄
騨
彦
騨
昌
号
片
唱
吊
動
ｏ
胃
四
匡
昌
冒
仔
己
や
国
つ
ロ
．
民
○
‐

烏
○
ａ
２
〕
Ｎ
乏
旨
口
．
ｇ
＄
．
を
も
出
版
さ
れ
た
教
授
は
、
佛
教
学
に
深
い

造
詣
を
示
し
、
将
来
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
学
者
と
な
ろ
う
。

、

印
度
人
の
シ
ュ
リ
’
一
バ
サ
ン
博
士
（
ロ
烏
．
ｍ
シ
、
聾
‐
目
司
尉
沙
ご
）
は
ア

ル
ス
ド
ル
フ
教
授
の
も
と
普
菖
昌
薗
匡
茸
く
四
宮
宮
ロ
昌
弓
の
研
究
に
よ

り
学
位
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
は
、
二
七
の
写
本
を
比
較
検
討

し
た
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
で
、
曽
っ
て
○
四
号
①
が
出
版
し
た
も
の

を
上
廻
わ
る
決
定
版
と
な
っ
た
。
本
年
二
月
罰
四
日
ご
ｐ
巨
騏
に
つ
い
て
の

教
授
資
格
論
文
を
提
出
さ
れ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
語
に
て
学
位
取
得
後
、
印
度
学
で
教
授
資
格
論
文
を
提
出
さ

れ
た
メ
ッ
テ
博
士
（
ｐ
Ｈ
．
衿
．
旨
①
茸
①
）
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
研
究
者
で
あ
る
。

冒
己
四
８
国
の
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
な
し
、
最
近
は
、
佛
陀
と
マ

ハ
ー
ピ
ー
ラ
ー
の
伝
記
を
比
較
さ
れ
て
研
究
発
表
を
な
さ
れ
た
。

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
教
授
の
助
手
を
勤
め
、
現
在
は
、
ボ
ン
大
学
に
移
っ
た

ハ
ー
ン
博
士
（
己
Ｈ
，
旨
．
園
農
口
）
は
三
一
歳
に
し
て
チ
ベ
ッ
ト
学
関
係
の

書
物
三
冊
を
出
版
し
た
。
ボ
ン
大
学
で
は
梵
語
を
講
じ
て
い
る
が
、
専
門

は
目
号
の
爵
呂
①
Ｈ
目
①
嵐
に
あ
り
、
そ
れ
を
梵
・
漢
・
日
・
印
各
言
語
と

如
何
に
比
較
研
究
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。

本
年
二
月
学
位
を
得
た
若
き
エ
テ
ィ
ヶ
博
士
は
、
仇
教
学
に
於
て
将
来

シ
ユ
ミ
ッ
タ
ウ
ゼ
ン
教
授
共
さ
」
の
方
面
の
希
有
の
学
者
と
な
ろ
う
事
は

疑
う
余
地
も
な
い
。

ド
イ
ツ
の
学
生
は
、
兵
役
義
務
も
あ
り
、
平
均
二
二
歳
で
大
学
に
入
学

す
る
が
、
高
校
に
て
基
礎
語
学
（
英
、
佛
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
語
）
を

修
得
す
る
故
に
、
大
学
で
は
教
養
課
程
を
勉
強
す
る
必
要
が
な
く
、
従
っ

て
大
学
で
は
全
て
専
門
課
目
を
演
習
、
講
読
に
て
学
ぶ
。
概
論
的
知
識
を

欲
す
れ
ば
、
そ
の
種
の
書
物
を
入
手
し
て
読
む
訳
で
、
一
般
講
義
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
学
生
は
印
度
学
科
で
学
位
を
得
る
為
に
、
最
底
三
年
間
基

礎
語
学
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
ヴ
一
一
１
ダ
語
、
梵
語
、
プ
ラ
ー

ク
リ
ッ
ト
（
含
む
パ
ー
リ
ー
）
、
近
代
語
の
内
一
種
の
合
計
四
種
が
｝
」
れ
で

あ
る
。
学
位
を
得
る
資
格
は
、
大
学
で
四
年
間
以
上
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
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規
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
弾
は
基
礎
語
学
に
費
す
訳
で
あ
る
。
主
専
門
学

科
の
他
に
、
副
専
門
学
科
二
つ
を
課
せ
ら
れ
て
も
い
る
。
勿
論
主
専
攻
に

て
高
度
の
内
容
を
必
要
と
す
る
論
文
を
提
出
す
る
訳
で
あ
る
が
、
口
頭
試

問
は
三
学
科
で
行
な
わ
れ
る
。
内
容
は
、
教
授
が
そ
の
場
で
差
し
出
す
テ

キ
ス
ト
を
直
ち
に
翻
訳
し
得
る
能
力
を
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
学
生
は
、
語
学
中
心
の
学
問
方
法
を
身
に
付
け
る
が
、
問
題
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
学
位
修
得
後
の
就
職
の
段
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
来
る
。
即
ち
現
在

い
る
約
三
五
名
の
学
生
が
、
将
来
学
者
と
し
て
残
る
か
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
活
躍
す
る
か
に
就
職
の
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
来
る
為
、
現
代
印

度
に
つ
い
て
社
会
学
的
観
点
よ
り
の
授
業
を
要
請
す
る
者
も
出
て
来
て
い

る
。
然
し
古
典
を
無
視
し
て
現
代
は
語
れ
ぬ
と
す
る
教
授
側
の
意
見
が
今

は
採
ら
れ
て
い
る
。

終
り
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
印
度
学
科
一
九
七
三
年
夏
学
期
の
授
業
課
目

を
挙
げ
て
お
こ
う
。

岸
め
い
目
農
Ｈ
津
胃
Ｐ
，
勇
行
昌
臼

蝉
め
ゅ
邑
爵
『
芹
ロ
、
．
シ
、
の
昌
昌
ぐ
儲
色
目

い
□
ず
自
口
鳴
旨
間
口
叶
叶
閉
凹
‐
目
豈
①
○
国
の
“
ｚ
抑
ｑ
鼠
蔚
前
煙
く
早
く
冒
日
岸

炉
ご
宮
昌
四
ぐ
四
ｍ
目
も
計
ゆ
め
属
Ｏ
日
昌
①
ロ
３
列
の
．
吟
．
の
凰
昌
ぐ
閉
口
ロ

鍔
伊
己
弄
四
ｓ
の
冨
吋
四
犀
．
旨
鼻
蔚

、
ロ
ヴ
ロ
コ
、
の
目
圃
ｐ
Ｈ
目
ａ
ｍ
ｏ
ゴ
⑦
ロ
旨
①
茸
時
日
洋
圃
①
房
凰
①
国
①
穴
菖
Ｈ
①

岸
．
豈
角
①
＃
①

回
国
門
凰
①
宮
昌
ロ
函
胃
口
四
岸
①
己
冒
昌
の
目
淫
．
割
く
①
里
閏

式
固
四
曾
堅
騨
弓
叩
倒
○
ｍ
四
呂
吋
Ｐ
衿
．
ご
く
①
里
①
Ｈ

Ｐ
］
ゆ
く
自
詳
四
ず
ず
凹
拝
画
噛
の
シ
、
自
己
砂
○
四
冒
号
包
剖
色
シ
、
罰
ぐ
⑦
里
①
門

画
］
函胃

つ④

ｰｰｰ

ぬ司句
Ice

胄昌昌一昌胃

C－1ト狸函toｰって、］
。

いい
。

』
。

画
‐

国
旨
呂
閂
国
．
盟
侭
置

国
目
呂
冒
弱
．
鯉
口
函
底

■
ロロ
ヴ
①
別
①
蔚
口
口
嘱
ロ
ヴ
ロ
ロ
函
①
ロ
ロ
①
具
、
ｏ
軍
国
冒
昌
国
．
盟
口
函
画

●
●

弓
底
○
口
①
陣
ｍ
ａ
５
こ
び
ｐ
ｐ
ｍ
①
己
園
．
堕
巨
、
毎

ｐ
Ｈ
○
，
四
‐
Ｆ
①
詳
言
時
①
（
国
冒
目
）
国
．
盟
口
的
彦

膿

、

国
の
旨
い
凹
屋
目
目
．
属
．
口
尉
。
ｐ
耳
四
』

胃
門
○
ロ
ゴ
①
儲
、
四
曲
○
口
計
目
ご
①
ロ
皿
四
］
厨
Ｏ
丘
の
Ｈ
の
己
吋
四
○
ぽ
①

弓
．
因
．
ロ
儲
の
ロ
耳
四
』

弓
Ｈ
ｏ
の
四
‐
Ｆ
①
涛
言
Ｈ
の
（
国
①
ロ
、
四
岸
）
目
・
閑
．
己
①
印
⑦
ロ
ロ
ヰ
騨

民
ｐ
Ｂ
ｐ
四
吋
目
昌
四
く
四
口
四
日
‐
Ｆ
①
丙
箇
Ｈ
①
、
、
Ｐ
．
⑳
凰
昌
ぐ
閉
騨
ロ

●
、
■

団
①
、
己
吋
①
Ｏ
ぽ
ｐ
ｐ
ｍ
目
①
ロ
①
門
①
時
も
口
匡
時
色
は
○
口
の
自

切
シ
，
の
昌
巳
ぐ
息
色
目

目
四
日
建
箇
叶
陣
ロ
霞
己
鴨
吋
国
．
シ
ロ
さ
ご

口
ご
閂
亘
甘
丙
珪
ず
①
叶
呂
①
目
自
己
｝
‐
Ｆ
沖
①
吊
鼻
ｐ
Ｈ
ロ
朋
画
Ｐ
『
ゴ
ロ
圏
ｏ
ｌ

ｔ
〆

心
づ
く
○
塁
①
の
ｐ
ｐ
ｍ
ロ
ロ
色
ゅ
臣
揖
①
葛
騨
ご
訂
Ｆ
①
弄
菖
Ｈ
①
国
．
捧
具
○
口

、

己
旨
目
四
日
建
名
吋
四
ｏ
屋
①
塑
具
Ｑ
①
日
①
①
冨
典
口
角
弓
○
］
洋
房
》
同
弄
○
口
○
‐

拭
昌
①
》
ｍ
○
昌
○
旨
唱
①
ロ
昌
口
民
巨
岸
ｐ
Ｈ
国
．
炉
口
角
）
ロ

シ
耳
①
煙
ｐ
ｐ
ｍ
曽
尉
属
巳
目
Ｈ
自
国
Ｑ
⑦
開
呂
ざ
耳
①
目
号
①
蕨

同
旨
昏
彦
Ｈ
ｐ
ｐ
ｍ
旨
の
ｚ
①
口
陸
胃
禽
の
目
①
民
．
Ｆ
ｏ
ｑ
ｏ

Ｄ
●

弓
ぽ
○
口
①
陣
の
。
ぽ
①
ロ
ヴ
ロ
ロ
鴨
目
民
．
Ｆ
ｏ
ｑ
ｏ

ｚ
①
自
陣
ず
①
陣
闇
ぽ
①
属
○
国
ぐ
①
尉
鼻
さ
ロ
民
．
伊
○
尊
○

嗣
口
ロ
○
日
駕
彦
①
目
＄
鼻
①
‐
ロ
島
ゆ
く
色
目
四
民
．
Ｆ
ｏ
葛
○

ご
房
の
①
め
ｏ
臣
ｏ
匠
蔚
ａ
①
の
嵐
］
○
黒
の
副
ゴ
ヮ
吋
口
切
名
ロ
ロ
の

閑
．
Ｆ
ｇ
ぐ
○
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